
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

  今後の課題 

• 規程類の整備	
 

• 運営方針に	
 

ついて議論 

する場を設定 

     （運営委員会設置？） 

	
 

 

   DSpace 初期画面と格納されたデータ例 
	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 ペンシルとベビー(1955)                 カッパーロケット(1958) 

  

               DSpace 初期画面 

 

 

   カッパーロケット(1963)             おおすみ(1970)             ハレー探査機(1986)        はやぶさ(2007)サンプル採取 

 

宇宙科学資料室：小野縁、本田秀之、吉山京子、周東三和子、新倉克比古、杉山吉昭、平井寿美子、平田玲子、佐藤靖 

宇宙科学資料室の現状と課題 
宇宙科学資料室の活動とそのねらい 

• ＩＳＡＳがこれまでに蓄積してきた資料（文書・画像・映像）の 

  デジタル化 

• 検索システムの構築（ソフトウェアはDSpaceを使用） 

   ⇒ 過去のプロジェクトの技術情報に容易にアクセス可能に 

 

 

これまでの作業 

• 現有する資料（文書・画像・映像）のデジタル化を着実に実施 

• DSpaceへの資料の格納方法を確定し、資料の一部を格納済み 

                        

                 

貴重な資料の散逸防止 情報の共有化と有効活用 


